
(1)滝川市環境市民大会開催結果について

滝川市環境市民大会（高校生環境シンポジウム in 滝川高校）

・目的 滝川市が取組んでいる環境基本計画の一環として、滝川市と滝川高校が協

力して市民に対する環境保全の啓蒙を行う機会とする。

ＳＳＨ環境共生学習の一環として、人類が直面する種々の環境問題の根本

を理解し、様々な視点や立場からその解決策について探ることのできる素養

及び思考力を育成する。

・主催 滝川市市民生活部くらし支援課

・共催 北海道滝川高等学校

・実施日 令和 4年 11 月 12 日（土） 10：00～12：00

・会場 北海道滝川高等学校体育館

・基調講演 「ナッジ（行動科学）で人の環境配慮行動をデザインする」

・講師 公益財団法人北海道環境財団／総務省地域力創造アドバイザー

宇山 生朗 氏

・高校生発表 ＳＳＨ東北研修レポート

・参加者数 滝川高校生徒 1年生 201 名 2 年生 196 名（自宅待機 Zoom 参加者含）、

滝川高校教職員 13 名、Zoom 参加者(市民) 8 名、滝川市くらし支援

課 2名 計 420 名

・ 参加者アンケート

①講演会を聞いて、ナッジ（行動科学）と環境配慮行動の関係について理解できましたか？

とても理解できた 48.4％、理解できた 45.5％、あまり理解できなかった 5.1％、理解で

きなかった 1.1％

②講演会を聞いて、ナッジを活用した環境配慮行動についてもっと知りたいと思いましたか？

強く思った 39.6％、思った 52.7％、あまり思わなかった 7.6％、思わなかった 0.0％

③参加者の平均評価点 87.4 点

100 34.9％、85～99 44.4％、50～84 19.6％、・～49 1.5％
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